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abstract多くの企業の成長と参入 ･退出についての集計的なふるまいには顕著な
現象論的な性質が観測できる.これらの現象論的性質に関して,大きな企業の

サイズ分布 (Pareto-Zipf則)とその成長率のゆらぎ(Gibrat則)が,詳細釣り
合いの条件の下で等価であることを示した.これは,Stanleyら結果と相補的

なものである.一方,成長過程に必然的にともなう,死亡過程 (倒産)に関し

ても,死亡時のサイズ分布(Zipf則)と寿命の分布(指数分布)について報告し
た.これらの成長と死亡過程を理解する上で,信用貸し関係にある金融と企業

のバランスシー トについて,簡単な競争的ダイナミックスを考えることができ
現象論的な性質を説明できることを示した.

企業とは何か?たくさんの企業の成長と参入 ･退出について,その集計的なふる

まいにみられる現象論的な性質を ｢物理的に｣理解することは可能だろうか.お金

の流れで企業をみると,市場価値のある商品 ･技術などを利潤に変えようとするた

めに,元手となる資金を調達すること･それを投資すること･実際に利益を回収す

ることの三つの活動から成り立っていると考えられる.このようなお金の流れ (フ

ロー)を時間的にくりかえすことで,企業のサイズ(ストック)が変化する･このよ

うな企業の成長に関して,ヨーロッパ大企業の網羅的なデータ(あるサイズ以上の

企業はほぼ完全にリス トアップされている)を用いて

･サイズ分布 (Zipf則)[Fig.1(A)]

･成長率のゆらぎ (Gibrat則)[Fig.1(C)]

･詳細釣り合い [Fig･1(B)]

の現象論的性質を観測した.

成長率が前年の企業サイズによらないという性質はGibra.tの法則として経済学
では知られている.サイズ分布がべき則にしたがうようなサイズの領域で,Gibrat

の法則が成り立っことは今回の研究で初めて分かったことである(Fig.1(C))･一
方,Stanleyのグループの研究では,アメリカの上場企業のみの包括的なデータを用
いて成長率を調べているので,べき則にしたがわないようなサイズ領域が解析の大

部分を占めている.その違いがあるために,彼らの結果はGibrat.の法則が破綻し,
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Figure1:Exampleplotsfortotal-assetsinFrance(2001).ExllauStivelistincludes
nearly9,000largestfirms(total-assetgreaterthan30millioneuros).(A)Cumulative

probabilitydistributionP,(I)forfirms.izex･Lineispower-1awfitswithPareto
indexof0.886.(B)Scatter-plotfortheJoilltprobabilitydensityoftwosuccessive

totaLassetsofeachfirm,xland二r2.(C)ProbabilitydensityP(申 1)ofgrowthrate
r ≡logl｡(x2/xl)forthetwoyears,2000/2001.DifferentbinsofinitialfirmsizexI
witllequalmagnitudeinlogarithlllicscaleweretakenovertwoordersofmagnitude.

Thesolidlineintheportionofpositivegrowth(r>0)isanon-1inearfit･The
dashedline(r<0)inthenegativesideiscalculatedfromthefitpredictedfrolnOur
tlleOry.
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Figure2:(A)Distributionof鮎msdebtwhenbankrupted.Thenumberofdata

amountsto16526firmsbankruptedintheyearof1997.(B)Distributionoflife-
timeforbankruptedfirms.Timeisgiveninunitsofdays.Itshouldbeunderstood
thatthedatamaynotcontaintheprecisedateoftheBrm'sestablishment,andcan

includeone-montherror･Thetwodottedlinesshow10yearsrightaftertheworld

warII,duringwhichthebirth-rateoffirmswasextremelyhigherthanotherepochs.

(C)-(left)Estimationofh(i)(perdays)defineinthemaintext.iisinunitsof364
daysandincreasestowardspast･(C)-(right)Entryrate(peryear)ofnewarms.
AnnualrecordofentryratewastakenfromthedatasetsofMinistryofJustice･tis

giveninyears(lowertics)andinA･D･(upper).Datafor1944and1945(theend
oftheWorldWarII)aremissing.Theleftfigure'sestima,tionoftime-scalecanbe
expla,inedbytheentry-rateofnewfirmsintherightfigure.
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成長率とサイズの間にスケーリング則が成り立っような領域に対応していると考え
られる.

べき則が成り立っということとGibrat則が成り立っということは等価であるの
ではないかと予想できる.実は,サイズがxlからx2に変化する過程と,それを時間
的に反転した過程が同じような頻度で起こるという詳細釣り合いが成り立てば,べ

き則とGibratの法則は等価であることが示せる.その結果,成長率R… x2/xlの
分布に関して,プラスの成長(r…logR>0)とマイナスの成長(r<0)の部分には,
Pareto-Zipf則のべき指数を通して,お互いに関係あることが分かる.
実際,詳細釣り合いが成り立つこと(Fig.1(A)),成長率の正と負の部分に関し
て予想された関係が成り立つこと(Fig.1(C))が検証できる.(詳しくは[1]を参照).
一般に,資産とは将来企業にお金の増加をもたらすものであるが,この ｢元手｣

は,金融機関や市場からの部分すなわち負債と,自己の持ち分すなわち自己資本か
らなる.負債とは,資産の逆,つまり将来企業にお金の減少をもたらすものである

ので,負債の割合が大きくなると,企業が死亡する(事実上の倒産)確率が高くなる.
このような企業の死亡に関して,日本の大型倒産の網羅的なデータ(ある負債総額

を越える倒産はほぼ完全にリストアップされている)を用いて

･負債分布(Zipf則)[Fig･2(A)]

･倒産までの寿命の分布 (指数分布)[Fig.2(B)]

｡負債と企業サイズの相関

の現象論的性質を観測した.

特に寿命に関して,倒産時までの寿命をTとしてその累積分布関数(T以上の寿

命をもつ倒産の割合)をP,(T)とすると,倒産の時間スケール(の逆数)は,h(i)≡
(-dP>(i)/dt)/P>(i)で特徴づけられる.表式からh(i)△tは,tまで生き残った企業
がtからt+△tの間に倒産してしまう確率を表す.h(i)は数十年間にわたりほぼ一
定であり,その時間スケールは,よく言われる約30年になっている(Fig.2(B)).一
般に,現在までちょうどt年間活動した企業数は,t年前に参入した企業数に,t年

間生き残る確率をかけたものであるから,坤 )は企業の参入率の変化を含む.実際
のデータでは坤 )の変化はほぼ参入率で説明できることが分かる(Fig.2(C))ので,
逆に上で述べた倒産過程は時代によらないことが示唆される.

以上述べた成長と死亡過程を理解する上で,信用貸し関係にある金融と企業のバ

ランスシー トについて,簡単な競争的ダイナミックスを考えることができ現象論的

な性質を説明できる【2].
最後にこれら大企業の現象論的は,少ない数の大企業の話ではあるが,マクロ的

には全体の大部分に関係していることを強調しておきたい.日本の法人企業数は約

250万から300万社であるといわれている.下図左はそのうち2001年に申告所得で

利益計上を行った80万社 (それ以外は赤字申告)について,企業所得税の累積分布
を描いたものである.これによると108円以上の所得税に相当する規模の企業数は
全体の10パーセントに満たない.しかし,まさにPareto則のおかげで,それらの
企業が全体に占める規模は大きい.下図右は,総所得金額に占める割合を累積の形

で所得税の関数として表したものである.縦軸は線形スケールである.それらの大

企業は全体の実に80パーセント以上を説明してしまう.
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